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いつもCWS Japanの活動に温かいご支援、
ご理解をいただき、ありがとうございます

新理事体制の
お知らせ
CWS Japanは2024年9月27日(金)に開催された
総会において、本年度の理事の選任を行いま
した。
新たに小海光氏が理事長に就任し、藤守義光
氏が理事に加わりました。
お二人のプロフィール・メッセージをご紹介
します。

新理事長・小海 光（こかい ひかり）

＜プロフィール＞
日本基督教団の牧師の家庭に育ち、東京神学
大学博士課程前期修了後、ボストンに留学。
ボストン大学神学部で牧会カウンセリングと
キリスト教教育を学びました。合同メソジス
ト教会の牧師として、ニューイングランドと
ニューヨークで5教会に仕え、25年をアメリカ
で過ごしました。2012年より合同メソジスト
教会宣教師として南青山に建てられた公益財
団法人ウェスレー財団に派遣され、代表理事
として女性のエンパワーメント、次世代の国
際的リーダーシップ育成、人道支援の3つのミ

新理事長・小海 光

ッションのために仕えています。韓国人牧師
の夫と、アメリカ生まれの娘2人の家族がいま
す。
＜メッセージ＞
この度、CWS Japanの理事長になりました、
小海光です。
CWSとの出会いは、アメリカ合衆国のニューイ
ングランドとニューヨーク地区の教会で牧師
として仕えていた1990年代に始まりました。
CWS（Church World Service）は、第二次世
界大戦後、17のキリスト教団・教会が、協力
して人道支援を行っていくために立ち上げた
NGOです。現在では、その協力の輪は世界中に
広がり、災害・紛争緊急支援を始め、貧困・
飢餓、難民のための人道的支援を75年以上続
けてきています。わたしが仕えていた教会で
も、教会学校やミッショングループを通し
て、CWSの活動を支援していました。
2012年より、生まれ育った母国に、宣教師と
いう形で派遣されることになり、戦後の日本
がCWSの支援を受けていたこと、2011年の東日
本大震災の折、CWS Japanが立ち上がったこと
を知りました。
今回CWS Japanの理事長としてその働きのため
に仕えることができますことは大きな喜びで
あり、感謝です。どうぞよろしくお願い致し
ます。



新理事体制について
2024年9月27日からの理事体制は下記の通りで
す。★＝新任
小海 光（公益財団法人ウェスレー財団 代表
理事）
龍 信之助（医療法人RMDCC 理事長）
田島 誠（特定非営利活動法人環境エネルギー
政策研究所 理事・特任研究員）
リーバーグ キャサリン（Church World
Service Vice President Programs）
藤守義光（日本キリスト教協議会　総務）★
小美野 剛（特定非営利活動法人CWS Japan
事務局長）
元川 士郎（監事）
小松田 貞利（監事）

国内外で災害対応・防災支援に取り組むCWS
Japanは、引き続き災害時に誰一人取り残され
ることがない社会に向けて活動に取り組みま
す。
今後ともご支援、ご協力のほどよろしくお願
いいたします。

新理事・藤守 義光
（ふじもり よしみつ）

＜プロフィール＞
わたしは日本キリスト教協議会（NCC）の事務
局を取り仕切る総務という仕事をしていま
す。NCCは日本で一番古いプロテスタントの組
織で、教会やキリスト教系の団体が、キリス
ト教の宣教だけでなく、様々な社会的課題に
取り組むために、連携し協力することを目的
として設立された組織です。同時に、NCCが組
織している人道支援組織、ACTジャパンフォー
ラムの事務局をCWS Japanと共に担っていま
す。また、長く大学で教えていた繋がりで、
現在でも宗教や社会学関連の科目を教えてい
ます。

＜メッセージ＞
不思議な導きでCWS Japanの理事をお引き受け
することとなりました。CWS Japanとの関わり
は長く2014年にさかのぼります。当時ウェス
レー財団の職員として、合同メソジスト教会
救援局（UMCOR）の東日本大震災支援助成金の
コーディネーターをしていました。そのとき
にCWS Japanが関わるいくつかのプロジェクト
を支援することになり、小美野事務局長、牧
職員と出会うことになります。その関わり
は、わたしがNCCに移った後も、最初はオフィ
スの「ご近所さん」として、そしてやがてACT
ジャパンフォーラムを立ち上げ、運営すると
いう形でつながり続けることになりました。
多くの職員の方ともすでに顔なじみであり、
理事としては新人ですが、全く新人という感
じがありません。社会の最も小さくされてい
る人々に仕えるというキリスト教のスピリッ
トを共に担うことが出来ればと願っていま
す。

新理事・藤守 義光



マップ片手に現地調査を行う様子 © CWS Japan

インターン生の村上です。先日、パキスタン
における防災力向上支援事業の一環として行
われた、ハザードマップ作成研修についてお
届けします。

ハザードマップ制作
スキル研修とは？
パキスタン農村地域
×防災力向上支援

防災力向上支援とは
2022年にパキスタンで起きた洪水以降、CWS
Japanは被害者の生命をつなぐために、キャッ
シュ配布事業や水資源管理のためのインフラ
施設建設計画など、さまざまな形で支援を行
ってきました。
2024年3月に開始した、パキスタン・シンド州
の農村地域におけるプロジェクトでは、緊急
支援のフェーズから一歩進み、将来的に発生
する災害への防災力強化を目的とした、“防
災力向上支援”をメインに行っています。

▼パキスタン・シンド州の現地パートナーと
の打ち合わせ、現状視察についての出張報告
の記事はこちら

防災力向上支援と言っても具体的に何をする
のかというと、今回対象としているシンド州
ウマルコートは、2022年の洪水で農作物の収
穫量が約80%減少し、農業インフラの復興を最
優先事項として支援を進めてきました。中長
期的な今後の持続可能な発展を鑑みると、イ
ンフラの再建・建設と同時に、住民の意識・
知識の向上や現地行政機関の災害対応力強化
へのアプローチも重要だと考えられます。こ
のような背景から、農村も含めた災害リスク
をより適切に判断するための、ハザードマッ
プ作成研修を実施しました。

現地調査とハザードマップ作成研修
研修は3日間に渡って行われ、1日目は、地図
を参照しながら実際に現地を歩いて地形を確
認する、ハザードマップ作成のための現地調
査が行われました。

現在の灌漑（かんがい）用水路 © CWS Japan

シンド州ウマルコートは洪水と干ばつを繰り
返しており、昔から灌漑（かんがい）用水を
確保していたため、地形判読で水系を読むこ
とは簡単ではありません。実際に現地を歩き
ながら洪水の深さや期間、道路の冠水状況、
住民の逃避状況などを確認することは、ハザ
ードマップを作成する上でとても重要で、こ
のような工程を経てハザードマップを作成し
ます。

現地調査の結果 © CWS Japan

https://note.com/cws_japan/n/n5e7348a78600


2日目と3日目は、オンラインでQGISを使用し
たハザードマップ作成研修を行いました。
QGISとは、GIS（地理情報システム）データを
扱う無料のソフトウェアで、地図上でデータ
の閲覧や編集、分析などをすることができま
す。無料にも関わらず高い機能と操作性を備
えているため、ユーザーも多く、わたしが所
属する大学でもQGIS講座は人気を博していま
す。今回は、このQGISを使ってハザードマッ
プを作成する方法を、支援対象の村を管轄す
る行政機関および防災・農業関連団体の職員
に対して行いました。

わたしは日本からこの研修にオンラインで参
加していましたが、現地の回線環境が芳しく
ない中、英語で意思疎通を図りながらマップ
を作成していく過程からは、オンラインで技
術を伝授することの難しさなど、学ぶことが
多かったです。

研修を経て期待すること
CWS Japanとして、最終的にはハザードマップ
作成研修を受講した現地行政機関職員の6割程
度が、自ら実践的にハザードマップを作成で
きるようになることを目指しています。実際
に研修に参加した職員の数は限られますが、
現地職員により適切なハザードマップが作成
されることで、彼らが管轄する県の住民や地
域コミュニティにもハザードマップの情報が
広く共有され、地域全体の防災への理解と意
識の向上を期待しています。
ゆくゆくはパキスタンの地域住民が主体とな
って、外部の支援に頼ることなく防災計画を
進める体制が整えられるように、これからも
CWS Japanとパキスタン地域住民一丸となって
このプロジェクトを進めていきたいと思いま
す。
　　　　　　（文：インターン　村上琴美）

QGIS研修を受ける現地機関の職員たち © CWS Japan

実際にQGISを操作してハザードマップを作成 
© CWS Japan

継続的な
寄付

今回のみ
寄付

皆さまのご理解・ご支援を
心よりお願い申し上げます。

https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/monthly/
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/monthly/
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/once/
https://www.kifukara.jp/form/cwsjapan/once/


皆さん、こんにちは。事務局長の小美野で
す。毎年10月13日は国連が定めた国際防災の
日となっていて、2024年のテーマは「次世代
をエンパワーし、レジリエントな未来へ」。
防災における子どもたちと若者の重要性に焦
点を当てています。

国際防災の日に
寄せて　
防災における子どもたち
と若者の重要性

2024年のテーマの重要性
気候変動の影響により、災害のリスクは増大
しています。約10億人の子どもたちが気候変
動の影響による極めて高いリスクに直面して
いると言われています。2024年のテーマ「次
世代をエンパワーし、レジリエントな未来
へ」は、子どもたちと若者を災害から守り、
同時に彼らを変革の担い手として育成するこ
との重要性を強調しています。5人に1人は被
災すると言われる程、災害は身近なものにな
っています。

わたしたちにできること
わたしたち一人ひとりが、子どもたちと若者
の安全を守り、エンパワーすることで、より
強靭な社会を作ることができると思います。
次世代に知識やノウハウを伝えていく事は今
後の防災にとって非常に重要です。2024年の
国際防災の日を機に、「より安全・安心な暮
らしのために、自分たちには何ができるか」
を、考え話し合ってみるのも良いかもしれま
せん。
10月14日からはフィリピン・マニラにてアジ
ア太平洋閣僚級防災会議が開催されます。

CWS Japanも他のアジアの仲間達と一緒に地域
の防災リーダーを表彰したり、早期警報から
早期減災アクションにつなげるテーマのセッ
ションに登壇したりしていきます。仲間の輪
を広げ、災害に負けない社会へのムーブメン
トを更に強化していけるよう、取り組みを続
けていきます。
　　　　　　　（文：事務局長　小美野剛）

▶ 国連防災機関コンセプト詳細はこちら

各国への行動の呼びかけ
2024年の国際防災の日は、以下の2つの重要な
分野への投資を各国に呼びかけています。

①安全な学校と教育施設を通じた子どもと若
者の保護
子どもたちは学校で安全であるべきで、学校
を災害に強い施設にし、早期警報システムが
教育環境と繋がっている必要があります。

②年齢に応じた教育を通じた子どもと若者の
エンパワーメント
子どもたちが直面するリスクを理解し、行動
できるようにすることが重要です。これに
は、早期警報に対して早期減災行動をとる準
備も含まれます。

▶ アジア太平洋閣僚級防災会議詳細はこちら

https://www.undrr.org/publication/concept-note-international-day-disaster-risk-reduction-2024
https://www.adrrn.net/news/apmcdrr-2024-mark-your-calendars/


「映画上映会」や
「大久保まつり出
店」と盛りだくさ
ん！
10月のコミュニティ・カ
フェ@大久保

当日は認知症当事者である大久保新さんが演
出を手掛けた紙芝居形式の素敵なイラストと
ナレーションとともに、『今昔物語』の上映
を楽しみました。(会場では紙芝居で使われ
た、さまざまなかわいらしいイラストのボー
ド展示も…！）また、会場には多くの認知症
サポーター※や地域関係者の方たちが集ま
り、とても温かい雰囲気の素敵な交流イベン
トとなりました。

※認知症サポーターとは、認知症に関する知
識や理解を身につけ、地域や職域で認知症の
人やその家族を支援する人のこと。認知症サ
ポーターが増えることで、認知症当事者・ご
家族の方々が安心してサポートを受けて住め
るようなまちづくりが各地で取り組まれてお
り、新宿区でも一般向けの認知症サポーター
養成講座を受けることができます！
▶ 養成講座詳細はこちら

作品自体がかなりセンシティブな内容を扱う
ため事前申し込み制とさせていただいた本イ
ベントですが、当日は飛び込み参加の方も含
めて、会場が人でいっぱいになるほど本当に
多くの方にご来場いただきました。

現在はこのような上映会の機会でしか観るこ
とができない中、鑑賞した皆さんの感想・コ
メントから、この作品で記録された証言や映
像によって明るみになった入管施設に収容さ
れた非正規滞在者、難民申請者の方々が置か

こんにちは！CWS Japanの五十嵐望美です。
普段は月2回のみオープンしてさまざまなイベ
ントを行なっているコミュニティ・カフェ@大
久保ですが、10月はカフェを4回もオープンし
て盛りだくさんでした…！今回はそのレポー
トをお届けいたします。

オレンジえがおとの協働企画『今昔物
語』上映会
10月2日(水)には、新宿区で認知症の理解促進
のための活動を行なっている「新宿チームオ
レンジえがお」との協働により、『今昔物
語』の上映会を開催しました！

映画『牛久』上映会＆トークイベント
🎬🎥
10月6日(日)には、日本福音ルーテル東京教会
との共催により、2022年に劇場でも上映され
ていたドキュメンタリー映像作品の『牛久』
の自主上映会と、上映後には本作品の製作関
係者を囲んだトークイベントを開催しました
🎬🎥

▶ 映画詳細はこちら

https://www.city.shinjuku.lg.jp/fukushi/korei01_002090.html
https://www.ushikufilm.com/


今年はお天気に恵まれ、秋晴れのお出かけ日
和の中、新大久保・大久保エリアがたくさん
の人で賑わう一日となりました☀ 

れてきた実態について、その衝撃の大きさが
伝わってきました。

また、上映後に開催されたトークイベントで
は本作品を撮影・監督されたトーマス・アッ
シュ監督のほか、牛久入管での面会活動を行
う支援者の方、そして本作品にも登場してい
たPさんも登壇し、製作に至った背景や今の入
管・難民申請者が置かれている状況、そしてP
さんがこの作品の出演を承諾した想いなどに
ついてお話しいただきました。

「一人でも多くの日本社会に生きる人々にこ
の事実を知ってもらい、支援の輪に加わって
欲しい」という想いで今回企画した上映会イ
ベントでしたが、イベント終了後にも多くの
参加者が残って登壇者やスタッフに話しかけ
ていた様子や、事後アンケートで寄せてくだ
さった感想からも、その目的が達成されたよ
うに感じました。

毎年恒例の大久保まつりに、ワール
ド・バザールとして今年も出店！
10月14日(月・祝)には、昨年に引き続き、毎
年恒例の大久保まつりに、コミュニティ・カ
フェ@大久保もワールド・バザールとして参加
しました！

晴天の中、ワールドバザール会場の
目の前の大久保通りは歩行者天国となり、

さまざまなパレードも行われました© CWS Japan

そして、わたしたちが主催したワールド・バ
ザールでは、スリランカ、エジプト、イラ
ン、チュニジア、ミャンマー、ネパールの6カ
国から出店があり、それぞれの文化を堪能で
きる品物がブースに並べられました。

今回もスリランカから、アーユボーワンさんが
たくさフードやドリンクなどを用意して
販売してくださいました！© CWS Japan



また来年以降もこのような形で、地域の方と
の関わりを持ちながら、より多くの方にカフ
ェの活動や多文化共生の取り組みについて知
っていただき、地域に根ざした活動を続けて
いけたらと思います。

手前はエジプト雑貨！右奥はチュニジアチームが国旗
の旗を飾ったり帽子も身につけたりなど、

気合いを感じました。© CWS Japan

当日は、オープンの時間まで一部の出店者た
ちの準備が間に合わず、その後も裏のキッチ
ンで黙々と料理を続ける出店者たちの姿に、
ハラハラする場面も…笑(初めの時間に来られ
た方にはお目当てのフードが購入できず、申
し訳ありませんでした…)

裏のキッチンでは、チュニジアやイラン、
(ここには写っていない)ネパールチームが最後まで懸

命に料理を作っていました！© CWS Japan

しかし、多くの人で賑わう会場に来られたお
客さんに向けて、ハキハキと笑顔で声掛けし
ながら会話を楽しんでいたり、ブースに来て
くださった方も普段見られない品々に関心を
持って出店者との交流を楽しんでいたり、大
盛況に終わることができました！！

ネパールチームは親子で駆けつけてくれました！
売り込みの声掛けもひときわ際立っていました

© CWS Japan

初のWeekendカフェ！難民等生活者のラ
イフステージと日本語学習ケーススタ
ディ
10月19日(土)には、週末カフェとして、和田
貴子さんを囲み「難民等生活者のライフステ
ージと日本語学習ケーススタディ」を開催し
ました！



今回はグループワーク形式で、普段コミュニ
ティ・カフェが日本語学習支援をしている難
民申請者のケースを用いて、参加者の皆さん
と情報を整理して意見を出し合いながら、学
習者のニーズについてディスカッションしま
した。

そこでは、ネガティブ・ケイパビリティ
（Negative capability）「答えを急がな
い。答えの出ない事態に耐えうる力」という
考え方を学び、先が見えない・結論が出ない
曖昧な状況の中で不安を抱えながら生活して
いる難民申請者の方にも、日本語を身につけ
ることで少しでも「前進している」「昨日よ
りも今日、今日よりも明日」と前向きになれ
るよう、伴走支援を行っていることを改めて
感じる機会になりました。

グループに分かれて、意見を出し合って
もらいながら、議論を深めました！© CWS Japan

11月のカフェ企画のお知らせ
11月は以下のカフェ企画を予定しています！

①11月6日(水)多文化共生防災街歩き
※日本語学校の学生向けのクローズド企画な
ので、他の方はご参加いただけません。教会
では通常のカフェ営業を行います！

②11月20日(水)日本の遊びを体験してみよう
学生の持ち込み企画として、昔ながらの伝統
的な遊び（けん玉、折り紙、福笑い）を通し
て、日本の文化が体験できます！

今年も残りわずかとなりますが、お時間ある
時はぜひカフェにお立ち寄りください☕

CWSJapan

@Japan_CWS
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